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近年のコネクティッドカー ・ 自動
運転に対する期待の高まりと技術開
発の必要性を受け，NTTはインテル，
エリクソン，デンソー，トヨタ自動
車，トヨタIT開発センター，NTTド
コモとともに，自動車ビッグデータ
を 活 用 す る た めAutomotive Edge 
Computing Consortium（AECC）を
設立しました．このコンソーシアム
では，インテリジェントな車両制御，
リアルタイムデータを用いた地図生
成，クラウドコンピューティングに
よる運転支援など，今後，コネク
ティッドカーの実現に向け必要とな
るさまざまなサービスを支える基盤
づくりを推進します．

AECC設立の背景

安全な運転，スムーズな交通，効率
的な資源の利用，そして大気汚染の低
減など，今後の社会の要求を達成する
ために，コネクティッドカーにおける
モバイル通信の利用が，ますます重要
になっています．例えば，インテリジェ
ントな車両制御，リアルタイムデータ
を用いた地図生成，クラウドコン
ピューティングによる運転支援といっ
た先進的なサービスでは，コネク
ティッドカーがクラウドコンピュー
ティングに接続して膨大なデータをや
り取りすることが必要になると想定さ
れます．コネクティッドカーとクラウ
ドコンピューティングの間で送受信さ
れる １ カ月当りのデータ量は，2025
年には現在の約 １ 万倍にあたる１0エ

クサバイトに達すると予想されてお
り（１），これは分散型のネットワークや，
膨大なデータ処理が可能な大容量の計
算リソースを持つ新しいシステムアー
キテクチャが必要となることを意味し
ます．

このような社会の要請とそれを実
現する新たなテクノロジの普及を推
進するため，NTTはインテル，エリ
クソン，デンソー，トヨタ自動車，ト
ヨタIT開発センター，NTTドコモ
とともに，自動車ビッグデータを活
用 す る た めAutomotive Edge Com
puting Consortium（AECC）（2）を設立
しました．

コネクティッドカー基盤を 
つくるうえでの課題

現在のモバイルネットワークやクラ
ウドコンピューティングは，効果的に
コネクティッドカーの要件へ対応する
という点で，まだ課題があると考えら
れます．現在のモバイルネットワーク
のアーキテクチャは，端末からのトラ
フィックがネットワークの上位にいく
にしたがって集約されていく構成と
なっており，コネクティッドカーから
の巨大なトラフィックの集中が引き起
こされます．また，クラウドコンピュー
ティングもデータ処理をセンタに集約
する構成となっており，膨大なデータ
が集中します．これらのトラフィック
やデータの集中は，長い応答時間や計
算時間の増加の原因となり，数多くの
コネクティッドカーをつなぐシステム
を実現するうえでの障害となります．

したがって，これらコネクティッド
カーが必要とする大量のデータを運
び，処理するための，適切な通信 ・ 計
算資源の配置を決め，コネクティッド
カー基盤のシステムアーキテクチャを
設計することが課題となります（図
１ ）．

AECCのビジョン

前述の課題に対して，ネットワーク
上でコンピューティングリソースを分
散させることが， １ つの解決策になる
と考えられます．現状では １ カ所に集
中してしまうデータを，分散して処理
できるよう通信 ・ 計算処理をエリアご
とに分けて配置し，コネクティッド
カーを接続させることで，タイムリー
に応答を得られるようにします．

この実現方法として，通信 ・ 計算リ
ソースを分散できるエッジコンピュー
ティング＊技術はキーテクノロジにな
ると考えられます．エッジコンピュー
ティング技術を使うことで，地域ごと
にデータトラフィックを分け，それぞ
れの地域で合理的な数のコネクティッ
ドカーを分散して接続できます．そし
て，分散されたネットワーク上で地域
ごとに収集されたデータを処理するこ
とで，通信と計算にかかる負荷を分散
できます（図 ２ ）．

このように，エッジコンピューティ

＊	エッジコンピューティング：ユーザとクラウド
の間で，ユーザと物理的に近い場所にもサーバ
を置き，アプリケーションやその一部の処理を
端末，クラウドと連携・実行できる分散コン
ピューティング．

コネクティッドカー基盤の実現に向けたAutomotive 
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ングを用いることで，将来のモビリ
ティ社会のインフラストラクチャを構
築できると考えられます．大量のコネ
クティッドカーとの間で発生する膨大

なデータを適切に処理するための分散
ネットワーク ・ 分散コンピューティン
グと，広域の情報を統合するクラウド
を連携させることで，コネクティッド

カー基盤のシステムアーキテクチャが
かたちづくられます．そして，この基
盤を使って，未来のコネクティッド
カーのユースケースである自動運転，
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交通制御，安全運転支援などのサービ
スを実現していくことがAECCの目
標となります（図 ３ ）．

グローバルへの 
普及推進

AECCのビジョンを実現していくた
めには，コネクティッドカーが世界規
模で技術開発と導入が検討されている
ことから，グローバルでこのようなシ
ステムアーキテクチャの必要性に対す
る共通認識を持ち，関連する業界を巻
き込んでインフラストラクチャの構築
を進めていく必要があります．このた
め，本コンソーシアムの設立にあたっ
ては，自動車業界，通信業界，IT業
界など幅広い業界から中心となるメン
バを集め，世界規模のパートナーと連
携しつつ，AECCの要件を有力な標準

化団体や業界団体へインプットし，グ
ローバル標準にすることをめざしま
す．具体的には前述のエッジコン
ピューティング技術や，大量のトラ
フィックを扱うための通信技術 ・ アー
キテクチャ，それらを処理するための
解析ツールの構成などが対象になると
考えられます．そして，インテリジェ
ントな車両制御，リアルタイムデータ
を用いた地図生成，クラウドコン
ピューティングによる運転支援など，
コネクティッドカーのユースケースに
着目した要件定義やシステムアーキテ
クチャの検討を進め，コネクティッド
カーの実現に向け必要となるさまざま
なサービスを支える基盤づくりを推進
していきます．
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図 3 　AECCのビジョン


